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小児・若年がん長期生存者に対す妊孕性のエビデンスと	

生殖医療ネットワーク構築に関する研究	

分担研究報告書 
 

「がんサバイバーのための生殖医療（女性不妊）」  
 

研究分担者	 鈴木 直	 聖マリアンナ医科大学産婦人科学	 教授 
 
研究要旨	

小児、思春期・若年成人(CAYA)のがん患者に対する妊孕性温存に関する諸問題を解決

するためには、多くの職種の専門家（ヘルスケアプロバイダー）が一堂に会してその問

題点を共有するだけでなく、新しい医療技術の安全性と有効性を十分に理解する必要性

がある。さらに、その結果として CAYA 世代がん患者や家族、がんサバイバーの精神的

苦痛も緩和する事の出来る医療体制を整え、各地域で完結することが出来るがん・生殖

医療連携ネットワークの構築が急務である。	

一方、妊孕性温存の有無にかかわらず、がんサバーバーの QOL 維持ならびに向上を志

向した取り組みの一環として、産婦人科医師の介入が重要となる。具体的には、「月経

がある事イコール妊娠可能である事ではない」という情報をがんサバーバーに伝え、AMH

値測定や胞状卵胞数測定などの卵巣の予備能の評価のみならず子宮頸癌検診なども含

めた女性ヘルスケア的アプローチを、小児科医師と連携して産婦人科医師が行っていく

必要性がある。本年度は、その様な観点から本研究事業に携わった。	

 
Ａ．研究目的  
	 妊孕性温存の有無にかかわらず、がん

サバーバーの QOL 維持ならびに向上を志

向した取り組みの一環として、産婦人科

医師の介入が重要となる。その様な観点

から、本邦の現状を確認する目的で研究

を行った。 
 
Ｂ．研究方法  
	 第 68 回日本産科婦人科学会学術講演
会ならびに第 61 回日本生殖医学会学術
講演会に参加し、がん・生殖医療に関す

るセッションに参画あるいは発表するこ

とで本邦の現状を確認した。一方、本邦

では、2012 年に特定非営利活動法人日本

がん・生殖医療研究会（現学会	(JSFP)：

理事長は研究分担者	鈴木直）が設立され

て以来、本領域に関する議論が「乳がん

領域」を皮切りに徐々に展開されつつあ

る。本研究班の研究目的の一つとして、

小児がん治療後の女性患者の性腺機能と

妊孕性に関するエビデンス形成、生殖医

療ネットワーク構築および CCS のための

生殖医療ガイドラインの基盤作成がある。

2016 年度は「第 2 回看護師向けがん患者

妊孕性支援スキルアップセミナー（JSFP
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セミナー）、がんと生殖に関するシンポ

ジウム 2017-乳がん患者の妊娠・出産―エ

ビデンスから実践へ―（JSFP シンポジウ

ム）を本研究班研究代表者である三善陽

子医師（大阪大学大学院医学系研究科	小

児科学）と共催した。さらに本研究班研

究代表者である三善陽子医師が主催した、

対がん協会研修会である「がん専門相談

員向け	 若年がん患者の妊孕性温存に関

する相談支援研修会」をJSFPが後援した。 
 
Ｃ．研究結果  
第 68 回日本産科婦人科学会学術講演

会では「癌と生殖」のセッションが組ま

れ、全国９施設からがん・生殖医療に関

する演題が発表された。また、第 61回日
本生殖医学会学術講演会ではシンポジウ

ム「がん・生殖医療の最前線と今後の展

望（婦人科腫瘍領域、泌尿器腫瘍領域）」

が企画され、がん治療医（婦人科ならび

に泌尿器）としての立場からの講演と、

生殖医（婦人科ならびに泌尿器）として

の立場からの講演があった。妊孕性温存

の適応と妊孕性温存治療の問題点に関す

る議論が展開された。また、JSFP関連の
シンポジウムならびにセミナーではヘル

スケアプロバイダーが一堂に会して本領

域の問題点を共有することができた。	

 
Ｄ．考察  
	 日本産科婦人科学会が医学的適応によ

る未受精卵子あるいは卵巣組織凍結、ま

た胚（受精卵）凍結に関する見解を出し

てから数年経過し、がん・生殖医療にお

ける産婦人科医師の関わりの重要性が浸

透してきた感がある。 
 
Ｅ．結論  

	 今後、小児科医師と連携して、CAYA が

んサバイバーに対する、卵巣予備能の評

価のみならず子宮頸癌検診なども含めた

女性ヘルスケア的アプローチを、産婦人

科医師が行っていく必要性がある。 
 
Ｆ．健康危険情報  
（総括研究報告書にまとめて記入） 
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